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広告スペース
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年間 1000 件の修理を手がける年間 1000 件の修理を手がける
おもちゃの「ドクター」たちおもちゃの「ドクター」たち
趣味を生かして地域に貢献
性別や世代を越えた幅広い
交流と生涯にわたるイキイキ
とした社会参加を実現

る
「
浦
和
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」。
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メ
ン
バ
ー
は
27
名
。
浦
和

ふ
れ
あ
い
館
を
は
じ
め
、
各

公
民
館
な
ど
を
活
動
場
所
と

し
て
、
年
間
の
べ
90
か
所
で

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
活

動
は
ほ
ぼ
毎
週
末
で
、
メ
ン
バ
ー
に
は
都

合
の
い
い
場
所
や
時
間
帯
に
参
加
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
女
性
は
2
名
で
す

が
、
手
が
け
る
修
理
に
男
女
に
よ
る
違
い

は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
同
士
で
協
力
し
あ
い

修
理
を
行
い
ま
す
」
と
3
代
目
院
長
の
松

井
さ
ん
。
高
齢
で
一
人
暮
ら
し
の
メ
ン

バ
ー
に
と
っ
て
も
、
活
動
は
大
切
な
つ
な

が
り
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

持
ち
主
の
笑
顔
が
や
り
が
い

　

活
動
日
、
ド
ク
タ
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ま
な
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由
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を
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と
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「
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
救
い
、
子
ど
も

た
ち
に
物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
持
っ

て
ほ
し
い
」
と
願
い
、
活
動
を
行
っ
て
い

思
い
出
の
あ
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お
も
ち
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を
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お
年
寄
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ま
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。
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よ
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受
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取
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10
年
以
上
充
実
し
た
活
動
を
続
け
て

い
る
「
浦
和
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」
で
す

が
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
と
い
う
悩
み

も
あ
り
、
今
後
は
若
い
メ
ン
バ
ー
も
増

や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

「
ゆ
く
ゆ
く
は
、
埼
玉
県
全
体
の
お
も

ち
ゃ
の
病
院
同
士
で
協
力
し
て
、
県
内

ど
こ
に
あ
る
お
も
ち
ゃ
で
も
、
診
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
」
と
夢
は

広
が
り
ま
す
。

夢夢をを描描いていて

ホームページ　浦和おもちゃの病院　で検索
http://urawatoy.web.fc2.com/

浦和おもちゃの病院　院長　松井政春さん

男女共同参画社会を推進するために、さいたま市内でさまざまなかたちで活動している方をご紹介します。

▲おもちゃ5点を持参した緑区の伊藤さんファミリー。
「壊れたら捨てるしかないと思っていました。この活動
をもっと多くの人に知ってもらい、救われるおもちゃ
が増えることを願います」とエールを送ります。


